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本年度、感謝状の贈呈は以下の方々です。ありがとうございました。

令和６年度対象者：「会長：佐野昌志 様」「監事：吉田克己 様」



　第1号議案　「令和６年度各専門部会の活動報告」

４月 新役員会１９：００ 新役員会　１９：００ 新役員会１９：００ 新役員会１９：００

生活環境部会１９：００

５月 小中合同部会１９：００

運営委員会１９：００ ↓

広報誌「大富士」 青パト

　発行

６月 厚生文化部会　１９：００ 第１回リサイクル活動

７月

８月 味噌づくり講座

９月 運営委員会１９：００ 奉仕作業　８：００～９：３０

↓

広報誌「大富士」

　発行

10月

奉仕作業

11月 運営委員会１９：００ アイシングクッキー講座 小中合同部会１９：００

第２回リサイクル活動

青パト

12月 運営委員会１９：００ しめ縄づくり講座

１月 二十歳を祝う集いの運営手伝い 二十歳を祝う集いの運営手伝い

↓

２月 運営委員会１９：００ 広報誌「大富士」

　発行

３月 運営委員会１９：００ 青パト

新旧役員会１９：００

広報誌作成19:00～

校外指導パトロール(7・8月)

生活環境部会（参集せずメールのみ）

広報誌作成19:00～

広報誌作成19:00～

運営委員会 厚生文化部会 企画広報部会 生活環境部会
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学年 学級 番号 保護者氏名 生徒氏名

1 会長 2 2 18 多田良　美樹 多田良　煌成

2 顧問 佐野　昌志

3 副会長（厚生） 2 1 1 赤池　里絵 赤池　翔

4 副会長（広報） 2 1 18 新海　貴志 新海　鈴暖

5 副会長（生活） 2 1 12 川原崎　祥子 川原崎　稜真

6 事務局長 2 3 21 前嶋　秀樹 前嶋　佑騎

7 監事 2 3 22 ミキ　輝美 ミキ　海輝壱冴

8 会計 3 4 26 長谷川　由美子 長谷川　雄大

学年 学級 番号 保護者氏名 生徒氏名

1 厚生文化部長 2 1 1 赤池　里絵 赤池　翔

2 2 5 11 佐藤　秀美 佐藤　莉織

3 2 4 3 伊藤　博子 伊藤　倫太郎

4 2 3 18 林田　麻衣 林田　湊

5 2 3 31 渡辺　香織 渡辺　由菜

6 2 5 7 川村　さとみ 川村　芽愛

7 2 2 9 大村　千江子 大村　遥菜

8 2 4 15 佐野　美穂 佐野　志祐

9 3 1 28 奈良部　友紀 奈良部　航大

10 3 4 30 深澤　美奈 深澤　亜耶乃

11 1 4 7 梶原　えり子 梶原　大聖

12 3 3 18 清　幸子 清　羽華叶

13 3 4 5 伊藤　裕子 伊藤　照太

14 3 2 31 穗坂　忠洋 穗坂　羚成

15 3 1 35 藁科　博美 藁科　心雪

16 1 3 9 後藤　久美子 後藤　大和

17 1 4 28 森岡　有紀 森岡　大翔

18 1 2 28 渡邉　元美 渡邉　友彩

19 1 1 14 笹原　久美 笹原　優杏

20 1 3 16 清　由貴 清　百花

21 1 4 18 中瀬　美佳 中瀬　亮一

22 1 5 11 佐野　敬子 佐野　悠馬

23 1 2 14 澤田　慎也 澤田　颯駿

24 1 2 19 鈴木　亜紀子 鈴木　鉄大

第３号議案　令和７年度ＰＴＡ役員（案）＊敬称略　　R7.4.8

運営委員会

厚生文化委員会

卒業生

4



学年 学級 番号 保護者氏名 生徒氏名

1 広報部長 2 1 18 新海　貴志 新海　鈴暖

2 2 4 13 桑原　秀明 桑原　唯斗

3 2 2 22 古川　直美 古川　稀琉愛

4 2 5 2 井出　美帆 井出　翔太

5 2 2 13 齊藤　吉樹 齊藤　悠太

6 副部長 2 1 13 黒川　恭代 黒川　尭

7 3 3 31 望月　由樹子 望月　徠琉

8 3 3 7 井上　雅人 井上　煌太

9 1 4 11 木内　千穂 木内　桃香

10 1 2 18 鈴木　文香 鈴木　瑛仁

11 1 1 18 鈴木　梓 鈴木　早翔

12 1 1 4 伊藤　佳美 伊藤　蒼大

学年 学級 番号 保護者氏名 生徒氏名

1 生活部長 2 1 12 川原崎　祥子 川原崎　稜真

2 2 4 17 曾根　多恵 曾根　優妃

3 2 4 20 土谷　宗男 土谷　はな

4 2 5 30 渡邉　崇浩 渡邉　りおん

5 2 3 3 臼井　理恵 臼井　綾香

6 2 3 16 鍋島　陽助 鍋島　佐歩

7 2 2 24 星谷　典江 星谷　にこ

8 2 2 27 望月　清孝 望月　秀人

9 2 3 24 望月　裕美 望月　陽向

10 2 5 10 佐藤　美保 佐藤　響姫

11 2 5 13 佐野　亜紀子 佐野　陽彩

12 3 1 31 藤田　ラウラ　ナオコ 藤田　麗音

13 1 5 7 遠藤　綾 遠藤　月乃

14 1 5 3 飯塚　恭子 飯塚　彩乃

15 1 5 12 佐野　希緒 佐野　竜誠

16 1 1 2 市川　由加利 市川　瑠南

17 1 1 11 笠原　雅世 笠原　想大

18 1 5 23 星野　祐次 星野　夢太

19 1 1 3 井出　由佳 井出　陽南乃

20 1 2 6 小野　康行 小野　心桜莉

21 副部長 1 5 17 田中　仁美 田中　淳陽

22 1 5 4 池田　圭子 池田　悠誠

23 1 2 27 渡邉　雄己 渡邉　彰太

主な年間計画

　４／１１　ＰＴＡ新役員会　顔合わせ・各部毎の活動内容確認 等

１０／１１　ＰＴＡ奉仕作業（予備日なし）

１１／　６　小中合同リサイクル委員会（担当者参加：中学校主催）

１２／１４　小中合同リサイクル活動

＊青パト巡回（年４期間を小学校と）

＊家庭学級講座、広報誌発行　等

企画広報委員会

生活環境委員会

5



第４号議案 令和７年度 事業計画（案）

運営委員会

日程 活動内容

4月１１日（金） ＊新役員会の開催
１２月１４日（日） ＊小中合同リサイクル活動の運営
１月１０日（土） ＊二十歳を祝う集いへの協力
2ヶ月に１回程度 ＊運営委員会の開催

その他 ＊各委員会の連絡・調整・協力

厚生文化部会・家庭教育学級

日程 活動内容

６月頃～（未定） ＊講座開催
みそづくり講座、しめ縄作り講座等 各種講座検討中

１月１０日（土） ＊二十歳を祝う集いへの協力

○家庭教育学級 ＊市主催の家庭教育学級への参加
・高校見学、講習会等

企画広報部会

日程 活動内容

５月、９月、１月 ＊広報紙「大富士」編集作業。
年３回広報紙発行

7月 ＊市Ｐ連広報研修会への参加。
３月 ＊市Ｐ連広報紙発表会への参加（3月）

１月１０日（土） ＊二十歳を祝う集いへの協力
＊各種行事の撮影

生活環境部会

日程 活動内容

１０月１１日（土） ＊ＰＴＡ奉仕作業(予備日なし)
１０月２３日（木） ＊五翔祭体育の部保安
１１月６日(木） ＊小中合同リサイクル委員会

計画の確認、役割分担等
１２月１４日（日） ＊小中合同リサイクル活動
１月１０日（土） ＊二十歳を祝う集いへの協力

半月×年３回程度 青パト巡回（当番月は市Pより連絡）
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令和7年4月1日
保護者　様

富士宮市立大富士中学校
PTA 会 長 多 田 良 美 樹
会 計 担 当 渡 邊 晶 子

収入予算額 …… 1,582,044円

支出予算額 …… 1,582,044円

差 引 残 額 …… 0円

単位：円

前年度予算額 本年度予算額 差 額 備　　　考　　

473,818 633,798 159,980

1,015,200 948,240 △ 66,960 １８０円×４３９人×１２ヶ月

6 6 0 貯金利息

1,489,024 1,582,044 93,020

単位：円

前年度予算額 本年度予算額 差 額 備　　　考

会 議 費 20,000 35,000 15,000 運営委員会等

消 耗 品 費 50,000 50,000 0 インク、マスター代

渉 外 費 50,000 50,000 0
県ＰＴＡ新聞、役員記念品、
転退職職員花束代

負 担 金 45,000 50,000 5,000
市Ｐ連生徒負担金４３９人×100円、
富士地区災害救援会費

傷 害 保 険 費 40,000 40,000 0 傷害保険、賠償責任保険

慶 弔 費 30,000 30,000 0 慶弔規程による香料他

235,000 255,000 20,000

厚 生 文 化 費 200,000 200,000 0 家庭教育学級講座経費補助他

生 活 環 境 部 50,000 50,000 0 奉仕作業用経費

企 画 広 報 部 422,000 422,000 0 ＰＴＡ新聞印刷代

672,000 672,000 0

行 事 費 70,000 100,000 30,000 入学式、卒業式用花、五翔祭経費補助

指 導 費 60,000 60,000 0 教科指導消耗品

研 修 費 20,000 20,000 0 研修資料

整 備 費 300,000 300,000 0 修理、施設整備用経費

教 材 費 120,000 120,000 0 教材用資料、消耗品費

570,000 600,000 30,000

12,024 55,044 43,020

1,489,024 1,582,044 93,020

合計

支出の部

収入の部

令和7年度　　ＰＴＡ会計予算書（案）

項目間の流用を認める

項目

前年度繰り越し

会　　費

雑　　費

小　　計

教
育
助
成
費

合計

予備費

項目

運
営
費

小　　計

活
動
費

小　　計
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令和7年4月1日
保護者　様

富士宮市立大富士中学校
PTA 会 長 多 田 良 美 樹
会 計 担 当 渡 邊 晶 子

収入予算額 …… 396,920円

支出予算額 …… 396,920円

差 引 残 額 …… 0円

収入の部 単位：円

項 目 前年度予算額 本年度予算額 差 額 備　　　考　　

前 年 度 繰 り 越 し 291,794 271,910 △ 19,884

リ サ イ ク ル 活 動 収 益 金 80,000 75,000 △ 5,000

リ サ イ ク ル 活 動 奨 励 金 45,000 50,000 5,000 市補助金

利 息 10 10 0

合 計 416,804 396,920 △ 19,884

支出の部 単位：円

項 目 前年度予算額 本年度予算額 差 額 備　　　考

Ｐ Ｔ Ａ 活 動 費 100,000 100,000 0

施 設 備 品 費 300,000 280,000 △ 20,000

予 備 費 16,804 16,920 116

合 計 416,804 396,920 △ 19,884

令和7年度　　リサイクル会計会計予算書（案）

項目間の流用を認める
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富士宮市立大富士中学校ＰＴＡ規約

（名称と会員）

第１条 本会は、富士宮市立大富士中学校ＰＴＡと称し、事務局を同校に置く。

第２条 本会は、在籍生徒の保護者と教職員、その他、本会の趣旨に賛同するもので組織

する。

（目的と活動）

第３条 本会は、会員相互に協力して、家庭・学校及び社会における生徒の健全な育成を

はかり、民主的な教育を発展させることを目的とする。

第４条 本会は、前条の目的を達成するために、次の活動を行う。

１．家庭・学校及び社会における教育的環境を整備充実。

２．家庭と学校との協力による生徒の生活指導。

３．進学及び就職指導への協力。

４．会員相互の教養の向上及び親睦の強化。

５．会員及び生徒の福祉の増進。

６．他のＰＴＡまたは教育に関する他の団体及び機関との協力。

７．小学校・中学校同一学区の特性を生かし、大富士小学校ＰＴＡとの連携を深

め、地域性・継続性を重視する。

８．その他本会の目的達成に必要な諸活動。

第５条 本会は、教育を本旨とする民主的な団体として非営利・非宗教・非政党の基本理念

に基づいた自主的組織とする。

（役 員）

第６条 本会の役員は、次の通りとする。

１．会 長：１名

２．事務局長：１名

３．副会長：４名

４．監 事：２名

５．事務局員

副事務局長、書記、会計：若干名

６．顧 問：若干名

（役員の選出及び任期）

第７条の１ 役員は、会員の中から選出するものとし、その選出方法については、第２３条～

２４条に定める役員選出委員会において別に定める。

役員選出委員会において役員が選出されたときは、第１０条で定める総会にお

いて、その結果を報告し、承認を得る。

第７条の２ 役員の任期は、１年とする。ただし、再任を妨げない。

１．役員の欠員が生じた場合は、後任を選出する。後任は、会長が指名して委員

会の承認を得る。

２．欠員による役員の任期は、前任者の残任期間とする。
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第８条 役員の任務は、次の通りとする。

１．会長は、総会・新委員会及び運営委員会を召集し、本会を代表して会務を執

行する。

２．事務局長は、本会事務及び会計に関する仕事の推進に当たる。

３．副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。

各専門部会に所属する。また、１名は教頭をもって充てる。

４．監事は、業務の執行及び会計の状況を監査するほか、本会の諸会議において

意見を述べる事ができる。

５．事務局員は、本会事務及び会計に従事する。

副事務局長：事務局長を補佐する。

書記：議事録の作成・管理保管、文書の発送等に当たる。うち１名は教職員を

もって充てる。

会計：経理事務・帳簿の作成・管理保管に当たる。うち１名は教職員をもって充

てる。

６．顧問は、会長の諮問に応じ、また会議に出席して意見を述べることができる。

（会 議）

第９条 本会の会議は、総会・新委員会及び運営委員会とし、総会は、通常総会及び臨時

総会に分ける。

第10条 総会は、本会の最高決議機関であり、全会員をもって構成し、次の事項を決議す

る。

１．事業計画及び予算の決定。

２．事業報告及び決算の承認。

３．役員の選出。

４．会則の改廃。

５．その他必要と認めた事項。

第11条 新委員会は、会長・事務局長・副会長（部長）・事務局員・監事・副部長・部員をも

って構成し、次の事項を審議する。

１．総会に付すべき事項。

２．総会の決議を要しない会務の執行に関する事項。

３．総会の決議した事項の執行に関する事項。

第12条 運営委員会は、会長・事務局長・副会長（部長）・事務局員・監事をもって構成し、

会長が必要とする副部長を召集して次の事項を審議する。

１．委員会に付すべき事項。

２．本会の目的を達成するための諸案件等の企画調整に関する事項。

３．各専門部会間の連絡調整に関する事項。

４．委員会の審議した事項の執行に関する事項。

第13条 会議の開催
１．通常総会は、毎年１回、毎会計年度終了後の２箇月以内に開催する。
２．臨時総会は、新委員会が必要と認めたとき、または会員の１０分の１以上から請
求があったとき開催する。

３．新委員会及び運営委員会は、会長が必要を認めたとき開催する。
第14条 会議の召集

会議は会長が召集する。
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第15条 会議の議決
会議の議決は、出席者の過半数をもってこれを決し、可否同数のときは、会長が

決する。

（専門部会）
第16条 本会の事業を円滑に推進するために、次の専門部会をおく。

１．厚生文化部会（家庭教育学級）
（会員相互の教養の向上等の為の活動の立案・計画と実施）

２．企画広報部会（広報活動を通し、会員意識の高揚等の企画と実施）
３．生活環境部会（教育的環境の整備等の為の活動の立案・計画と実施）
専門部会に所属する副会長３名は、各部会の部長として部の事業を執行する。
副専門部長を若干名部会で選出する。
副専門部長は、総会にて承認を得る。
各専門部会の専門部員は、会員より公募し、専門部員（厚生文化・企画広報・生
活環境）に所属する。
各専門部会に担当教員をおく。

第17条 専門部会は、第４条の活動に必要な事業を計画・立案し、総会または運営委員会
に提出する。

第18条 専門部会は、総会または運営委員会の決議に基づいて所管の事業を行う。

（会 費）
第19条 本会の事業活動に必要な経費は、会費・寄付金・事業収入をもってこれにあてる。

会費の額については、総会の承認を得なければならない。
１．会費の納入：入会者は、会費を納入する。
２．中途入会者：入会時の月を基準として、会費を納入する。
３．中途退会者：退会者の会費は、寄付として申し受ける。

第20条 会計年度
本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

（細 則）
第21条 この規約に規定するもののほか、本規約の施行に必要な事項は、新委員会の協

議を経て細則で定めることができる。

（改 正）
第22条 この規約の改正は、総会において出席者の３分の２以上の賛成を必要とする。

（役員選出委員会）
第２３条 役員を選出する時は、事務局長を役員選出委員長として会長・副会長（部長）・監

事・事務局員・顧問・各専門部会の副部長による役員選出委員会を置き、役員の数
と役員選出の方法を定める。

第２４条 役員選出委員会の委員は、その任務を終了したとき、解任される。
第２５条 役員選出委員会は必要に応じて事務局長が招集する。
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附 則： １ この規約は平成 ７年６月２３日から施行する。

２ この規約は平成 ９年５月 ９日から施行する。

３ この規約は平成１１年４月１６日から施行する。

４ この規約は平成１３年４月２７日から施行する。

５ この規約は平成１９年４月２７日から施行する。

６ この規約は平成２０年５月 １日から施行する。

７ この規約は平成２３年５月 ６日から施行する。

８ この規約は平成２６年５月 ７日から施行する。

９ この規約は平成２７年５月 ７日から施行する。

10 この規約は令和３年５月２８日から施行する。

大富士中学校ＰＴＡ弔慰・表彰・旅費規定

本規定は、下記の通りとする。

１．弔慰に関すること。

（１）死亡の場合 香 料 参列者

○会 員 １０，０００円 花輪 会長・役員

（２）その他、必要に応じて運営委員会の協議により行う。

２．表彰に関すること。

（１）ＰＴＡ活動に顕著な成果をあげた者に感謝状を贈呈する。

（２）その他、必要に応じて運営委員会の協議により行う。

３．旅費に関すること。

（１）役員が会務で市外に出張する場合、参加費及び旅費実費を支給する。

（２）その他、必要に応じて運営委員会の協議により行う。

上記規定は平成７年６月２３日から実施する。
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